
金星の満ち欠け　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（大きく、細く欠けて見える）

地球に近いと大きく見えますが、照らされた面を横から見るので、細く欠けて見えます。

よくあるまちがい：近い＝大きく細い、遠い＝小さく丸い。

問2　答え：イ（小さく、丸に近い形）

遠いので小さく見えますが、照らされた面のほとんどが地球の方を向くので、丸に近い形に見えます。

よくあるまちがい：金星は満ち欠けとともに、大きさも変わる。

問3　答え：ウ（地球より内側を公転していて、太陽から大きくはなれて見えないから）

金星は地球より内側を公転する内惑星なので、地球から見るといつも太陽の近くにあり、真夜中（太陽と

反対の方向）には見えません。

よくあるまちがい：内惑星＝太陽の近くにしか見えない。

問4　答え：イ（よいの明星）

夕方西の空に見える金星をよいの明星、明け方東の空に見える金星を明けの明星といいます。

よくあるまちがい：よい＝夕方・西、明け＝明け方・東。

問5　答え：ア（太陽の光を反射していて、地球との位置関係で照らされた部分の見え方が変わるか

ら）

金星は太陽の光を反射してかがやいています。太陽・金星・地球の位置関係が変わると、照らされた部分の

見え方が変わり、満ち欠けして見えます。

よくあるまちがい：月の満ち欠けと同じしくみ。

問6　答え：イ（火星や木星は地球より外側を公転しているから）

外側を公転する惑星（外惑星）は、地球をはさんで太陽と反対側に来ることがあるので、真夜中にも見え

ます。

よくあるまちがい：外惑星は真夜中にも見える。内惑星は見えない。

問7　答え：0.28倍

考え方

1. 1−0.72＝0.28

よくあるまちがい：近い位置は差、遠い位置は和。

問8　答え：下の例

金星が公転して地球からはなれていったから。地球から遠くなるほど小さく見え、照らされた面を正面に

近い向きから見るようになるので、丸に近い形に見える。

採点のポイント：金星が地球から遠ざかっている／遠いほど小さく、照らされた面を正面から見るので丸

に近くなる

よくあるまちがい：大きさと形の変化を、地球との距離・位置と結びつける。
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